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地
域
支
え
合
い
事
業

　

各
地
域
自
治
区
（
28
区
）
に
、

通
い
の
場
で
あ
る
「
す
こ
や
か
サ

ロ
ン
」
を
設
け
、
高
齢
者
の
閉
じ

こ
も
り
予
防
や
地
域
住
民
と
の
交

流
、
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
を
目

的
と
し
た
、
地
域
支
え
合
い
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
者
支
援
課
（
☎
０
２
５
・

５
２
６
・
５
１

１
１
、
内
線
１

１
８
５
）

市
外
で
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を 

接
種
し
た
人
は
ご
連
絡
を

　

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン�

接
種
の
準
備
の
た
め
、

令
和
３
年
４
月
１
日
以

降
に
上
越
市
へ
転
入
し

た
人
な
ど
、
市
外
で
接
種
を
し
た

人
は
、
接
種
日
や
会
場
な
ど
の
接

種
記
録
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
市
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
８
８

７
０
）

児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親 

家
庭
等
医
療
費
助
成

　

離
婚
や
配
偶
者
と

の
死
別
な
ど
に
よ
り

対
象
と
な
る
人
で
、

ま
だ
申
請
を
し
て
い

な
い
人
は
、
早
め
に
相
談
ま
た
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

所
得
制
限
や
公
的
年
金
の
受
給
状

況
な
ど
に
よ
り
対
象
と
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
年
度
の
末
日
で
18
歳
以
下
（
障

害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親

家
庭
の
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は

児
童
を
養
育
す
る
人　
申
問
こ
ど

も
課
（
☎
０
２
５
・
５
２
６
・
５

１
１
１
、
内
線
１
２
３
７
）
ま
た

は
各
総
合
事
務
所

一
人
で
も
雇
っ
た
ら 

労
働
保
険
に
必
ず
加
入
を

　

労
働
者
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
を
含
む
）を
１
人
で
も
雇
っ

て
い
る
事
業
主
は
、労
働
保
険（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
へ
の
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
労
働
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
事
業
主
は
、
管
轄
の
労
働
基

準
監
督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定

所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
加
入
手

続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
新
潟
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

徴
収
課
（
☎
０
２
５
・
２
８
８
・

３
５
０
２
）、
上
越
労
働
基
準
監

督
署
ま
た
は
お
近
く
の
公
共
職
業

安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の 

感
染
に
注
意

　

渡
り
鳥
の
本
格
的
な
飛
来
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
ニ
ワ
ト
リ
を

飼
育
し
て
い
る
人
は
、
次
の
点
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

清
掃
と
消
毒
を
小
ま
め
に
行

い
、
飼
育
小
屋
を
清
潔
に
保
ち

ま
し
ょ
う
。

○�

飼
育
小
屋
に
野
鳥
や
ネ
ズ
ミ
な

ど
を
近
づ
け
な
い
よ
う
、ま
た
、

侵
入
し
な
い
よ
う
、
設
備
の
点

検
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
設
置
な
ど

の
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○�

ニ
ワ
ト
リ
の
健
康
状
態
に
注
意

し
、
万
が
一
、
原
因
が
分
か
ら

な
い
ま
ま
連
続
し
て
死
ん
で
し

ま
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
上
越
家
畜
保
健
衛
生
所
（
☎
０

２
５
・
５
２
６
・
９
４
４
１
）

イ
ノ
シ
シ
侵
入
防
止
用
電
気
柵
は 

降
雪
期
前
に
撤
収
し
ま
し
ょ
う

　

雪
の
重
み
で
電
源
装
置
や
支
柱
、

電
線
な
ど
の
機
材
が
破
損
す
る
恐

れ
や
、
道
路
脇
の
ほ
場
は
除
雪
作

業
の
支
障
と
な
る
た
め
、
電
気
柵

は
降
雪
期
前
に
必
ず
撤
収
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
春
先
の
掘
り
起
こ
し
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
来
春
の
雪

解
け
後
、
速
や
か
に
電
気
柵
を
設

置
し
直
し
て
く
だ
さ
い
。

問
中
山
間
地
域
農
業
対
策
室
（
☎

０
２
５
・
５
２
６
・
５
１
１
１
、

内
線
２
１
３
３
）

道
路
の
穴
や
側
溝
の
破
損
を 

見
つ
け
た
ら
ご
連
絡
を

　

側
溝
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
破

損
、
道
路
の
穴
は
、
通
行
の
支
障

と
な
り
ま
す
。
特
に
雪
が
降
る
と
、

舗
装
が
壊
れ
や
す
く
な
り
、
交
通

事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

破
損
箇
所
を
見
つ
け
た
り
、
誤
っ

て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
道
路
沿
い
の

視
線
誘
導
標
（
反
射
柱
）
を
損
傷

し
た
り
し
た
場
合
は
、
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問
道
路
課
（
☎
０
２
５
・
５
２
０
・

５
７
７
４
）、
各
総
合
事
務
所

令
和
３
年
度
上
越
市 

成
人
式
記
念
品
の
配
布

　

成
人
式
を
欠
席
し
た
人
に
記
念

品
を
お
渡
し
し
ま
す
。
案
内
は
が

き
を
持
参
し
、
令
和
４
年
２
月
28

日
㊊
ま
で
に
問
合
せ
先
ま
た
は
各

総
合
事
務
所
で
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。
本
人
の
都
合
が
つ
か
な
い

と
き
は
、
家
族
な
ど
で
も
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
社
会
教
育
課

（
☎
０
２
５
・

５
４
５
・
９
２

４
５
）

農
業
用
軽
油
の
免
税
制
度

　

農
業
用
機
械
に
使
用
す
る
軽
油

引
取
税
（
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
32

円
10
銭
）を
免
税
す
る
制
度
で
す
。

新
規
で
希
望
す
る
人
は
、
令
和
４

年
１
月
21
日
㊎
ま
で
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
２
年
目
以
降
の

人
は
取
扱
販
売
店
が
指
定
す
る
日

ま
で
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

免
税
さ
れ
る
軽
油
数
量
は
、
使

用
す
る
農
業
機
械
の
種
類
と
、
農

地
台
帳
に
記
録
さ
れ
た
耕
作
面
積

を
基
に
決
定
し
ま
す
。

費
○
申
請
手
数
料
＝
４
５
０
円�

（
新
規
申
請
時
と
更
新
時
に
そ
れ

ぞ
れ
必
要
）　

○
耕
作
面
積
証
明

手
数
料
＝
３
５
０
円（
毎
年
必
要
）　

問
○
申
請
に
関
す
る
こ
と
＝
免
税

軽
油
取
扱
石
油
販
売
店
ま
た
は
上

越
地
域
振
興
局
県
税
部
課
税
課（
☎

０
２
５
・
５
２
６
・
９
３
０
８
）　

○
耕
作
面
積
証
明
に
関
す
る
こ
と

＝
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
０
２

５
・
５
２
０
・
５
８
１
３
）

詳しくは詳しくは

詳しくは




